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1500年 1800年

16世紀イングランド
毎週「ロンドン死亡統計
表」発行。壊血病、ハン
セン病、ペスト等による
死亡数を公表。

19世紀後半
クリミア戦争から帰還したフローレ
ンス・ナイチンゲール。疾病と死亡
の原因に関する統計を集める必要性
を訴える。

同時期、フランスの統計学者ジャッ
ク・ベルティヨン「ベルティヨン死因
分類」導入。数か国で採用。

1900年

1900 ICD-1

1909 ICD-2

1920 ICD-3

1929 ICD-4

1938 ICD-5

1948 ICD-6

1955 ICD-7

1965 ICD-8

1975 ICD-9

1990 ICD-10

第10回
改訂までは、
ほぼ10年
ごとに改訂

1964
東京オリンピック・パラリンピック開催

1907
国際公衆衛生事務局発足

1951
日本、WHO加盟

1914-1918
第一次世界大戦勃発

1945
国際連合設立

第

1939-1945
第一次世界大戦終戦

1948
世界保健機関（WHO）設立

1956
日本、国際連合加盟

1940 年代、世界保健機関がベルティヨン分類を継承、傷
害と疾病の原因に関する統計を加え、「国際疾病、傷害及
び死因分類」（ICD）第一版誕生。疾病と死亡に関するデー
タを収集し、疾病の傾向と死因を把握することが初めてで
きるようになる。

1970
大阪万国博覧会「人類の進歩と調和」
このころインターネット、電子メールのはじまり

ICDの歴史を遡る

スイスのジュネーブにある世界保健機関 (World Health 
Organization: WHO) 本部。WHOは国連の専門機関で、「全
ての人々が可能な最高の健康水準に到達すること」を目的と
して1948 年 4月7日に設立された。現在の加盟国は194
カ国。日本は1951年 5月に加盟した。
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2000年

2000 世界保健総会で、ICDを21世紀にふさわしい分
類とすべくリブート（根本改訂）することが決定。

2005 WHO-FIC ネットワーク年次会議（東京）
▶日本病院会、WHOとの趣意書調印
▶ ICD改訂・普及にかかる財政的・技術的
支援開始。

2006 ICD-11改訂の進め方に関するWHO 担当
官からの説明会　～関連学会一堂に～

2007 WHO 日本で ICD-11改訂プレス発表
ICD-11改訂運営会議キックオフ（東京・小
田原）

2009 改訂最大領域の内科TAG会議
日本でキックオフ（～2015）

2010 WHO 日本でWHO-ICTM( 伝統医
学国際分類 )会議キックオフ

2011 日本WHO-FIC 協力センター承認、
WHO旗受領

2016
WHO-FIC ネットワーク年次会議及び ICD 改訂会議
（東京）
▶評価版 ICD-11MMS発表加盟国レビューの実施へ

2018 ICD-11 Version for Implementation 公表
▶加盟国・自国での適用に向けた準備開始可能に
日・WHOフォーラム2018（東京）
～ ICD-11/ICF大活用時代の扉を開く～

2019 WHO世界保健総会（WHA）に ICD-11提出
加盟国による採択（予定）

1989
ベルリンの壁崩壊
冷戦終結（マルタ会談）

このころデジタル・レ
ボリューションすすむ。
グローバル化に拍車

1995
阪神・淡路大震災

このころインターネッ
ト普及。

2022 ICD-11発効

▶各国順次 ICD-11に移行

2001
IT 基本法施行。電
子カルテシステム
の普及目標設定

2003
DPC 制度導入で ICD への
関心高まる

2007
スマートフォンの登場

2011
東日本大震災
日本でテレビ（地上波）
がデジタルへ移行

2014
健康・医療関連２法成立、
健康・医療戦略閣議決定。
医療の ICT化、2020 年ま
でに医療・介護・健康分野
のデジタル基盤構築等、目
標に

2015
国連サミットで「SDGｓ持続
可能な開発のための2030
アジェンダ」採択

2017
WHO、「 リハビリテ ーション
2030：行動の呼びかけ」提唱
SDG3（すべての人に健康と福祉を）
達成へリハビリテーション普及目標

WHOウェブサイト　About ICD-11等出典

2020
東京オリンピック・パラリンピック

2025
大阪・関西万博「いのち輝く未
来社会のデザイン」

2030
SDGｓ持続可能な開発の
ための 2030 アジェンダ、
WHOリハビリテーション
2030　目標年

21世紀にふさわしい分類ー ICD-11の創生
特徴1
科学および医学の重要な進歩を反映。また、電子的な保健
医療アプリケーションや情報システムへの統合が可能に。完
全な電子化により、特にリソースの限られた国や現場で導入
し易いツールに。

特徴２
ICD史上、前例のない規模の協力を得て、透明性を確保した
形で開発を進めた。全世界で報告される死亡数のうち、正し
くコーディングされる死亡数は僅か3分の1。今回の改訂で
は、ICDを使い易くすることが大きな目標の一つであった。
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名　称： 日・WHOフォーラム（WHO-Japan Forum）2018

 ～ ICD-11・ICF 大活用時代の扉を開く～

テーマ： ICD-11 公表記念、改訂の集大成と今後の展望　ICFと一体の導入・普及加速

日　時： 2018 年 11月 30日（金）

 第一部　10：00～ 13：00　ICD-11 公表記念シンポジウム

 第二部　14：30～ 16：30　WHO公開講座「WHO担当官による ICF講座」

会　場： UNハウス（国連大学）3階ウ・タント国際会議場　（住所：東京都渋谷区神宮前 5-53-70）

主　催： 厚生労働省

共　催： 一般社団法人 日本内科学会

後　援： 一般社団法人 日本介護支援専門員協会、一般社団法人 日本血液学会、一般社団法人 日本言語聴覚士協会、
一般社団法人 日本呼吸器学会、一般社団法人 日本作業療法士協会、一般社団法人 日本在宅医学会、
一般社団法人 日本在宅ケア学会、一般社団法人 日本循環器学会、一般財団法人 日本消化器病学会、
一般社団法人 日本腎臓学会、一般社団法人 日本精神科看護協会、一般社団法人 日本ソーシャルワーク教
育学校連盟、一般社団法人 日本糖尿病学会、一般社団法人 日本内分泌学会、一般社団法人 日本病院会日本
診療情報管理学会、一般社団法人 日本リウマチ学会、一般社団法人 日本老年医学会、公益財団法人 テクノ
エイド協会、公益社団法人 全国老人保健施設協会、公益社団法人 日本医師会、公益社団法人 日本医療社会
福祉協会、公益社団法人 日本介護福祉士会、公益社団法人 日本看護協会、公益社団法人 日本社会福祉士会、
公益社団法人 日本小児科学会、公益社団法人 日本障害者リハビリテーション協会、公益社団法人 日本精
神保健福祉士協会、公益社団法人 日本理学療法士協会、公益社団法人 日本リハビリテーション医学会、
ソーシャルケアサービス従事者研究協議会、特定非営利活動法人 日本緩和医療学会、特定非営利活動法人 
日本ソーシャルワーカー協会、日本医学会、日本脊髄障害医学会、日本東洋医学サミット会議（JLOM：The 
Japan Liaison of Oriental Medicine)、日本保健医療福祉連携教育学会（五十音順）

協　賛： 一般財団法人 厚生労働統計協会

定　員： 300 名

参加費： 無料

言　語： 日英　同時通訳付

企画・運営事務局：オスカー・ジャパン株式会社

開催概要
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～日・WHOフォーラムでの挨拶より～
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～日・WHOフォーラムでの挨拶より～
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～日・WHOフォーラムでの挨拶より～
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ICD-11改訂における内科TAGの果たした役割

ICD改訂の必要性

改訂の経緯

ICD-11が達成できたこと及び利点

内科TAGのエンジン的役割
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ICD-11開発における困難

改訂の成功の は各分野の専門家の協力体制
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インターネットベースでのプラットフォームの構築

故藤原研司先生の貢献

ICD-11がさらなるグローバル・スタンダード
となることを願って
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「日・WHOフォーラム2018」発表スライド
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ICD-11への伝統医学分類の導入の経緯と
今後の課題

はじめに

ア

1．WHO西太平洋地域事務局における国際伝
統医学分類の開発

1）WHO国際伝統医学分類開発の開始

2）WHO本部ウースタン氏の参加

3）WHO-FIC 会議への参加

（図1）
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4）国際伝統医学分類が具体化した2007年東京会議　

5）JLOM国際伝統医学分類特別委員会による
漢方分類の作成

6）ICTM-EAを完成させWHO-FIC 年次総会
で関連分類とする方向で決定
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7）2008年WHO西太平洋地域事務局最終会議

2．WHO本部プロジェクト移行を決めた2008
年WHO伝統医学会議

3　WHO本部における伝統医学分類の開発

1）伝統医学分類の開発準備
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2）伝統医学の拡大会議

3）2010年第１回 ICTM会議

（図2）

（図3）
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4）伝統医学分類作成の日本―WHO同時記者会見

5）伝統医学分類開発

6）JLOMが日本WHO国際統計分類協力
センターの一員に

7）伝統医学の章のタイトル決定

（図4）
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4．国際レビュー、フィールドテストそしてICD改

訂会議を経て2018年リリースへ
1）伝統医学の章の国際レビューとフィールドテスト

2）改訂会議における伝統医学 
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5．今後の展望と課題

1）ICD-11の維持の仕組み

2）伝統医学分類委員会

3）伝統医学の章の活用 

4）伝統医学の章の今後の課題
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6．結論
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インタビュー 首藤 健治 氏

ICD-11改訂の軌跡を振り返って

及川　

ICD-11へのはずみとなった
WHO-FIC 2005年東京会議

首藤

笠井　

感銘を受けた日本の仕事ぶりと
ホスピタリティ

及川　

首藤

ICD-11 改訂事業の始まりは？
--------------------------------------
改訂作業開始当時を知り
--------------------------------
現在神奈川県副知事を務める
------------------------------------
首藤健治さんにお話を伺いました。
-------------------------------------------



64

笠井　

及川

首藤

及川

首藤

及川

2007年、ICD-11へのキックオフ

笠井

及川

首藤

及川

首藤

及川
首藤

及川
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首藤

及川

WHOウースタン氏の存在

笠井
首藤

笠井

首藤

及川
首藤
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及川

医学の進展と高度情報化社会を見越して

首藤

及川
首藤

及川

ウースタン氏とタッグを組んで

笠井
首藤

及川
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首藤

アメリカを意識したウースタン氏の戦略

及川
首藤
及川

首藤

及川

首藤

ICD室での限界を超えたワークでの
笑い声

笠井

及川

首藤
及川
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首藤

及川

首藤
笠井

首藤
笠井

及川

笠井

テクノロジーの進化に
柔軟に対応できる ICDを

笠井

及川

首藤

情報格差が富の格差を生まない
システムの必要性
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医療情報ビッグデータという宝箱を
発展の礎に

及川

笠井
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～出発点ー改訂の曙～

１．WHO-FIC ネットワーク年次会議会場風景（高輪プリン
スホテル）　2．WHO-FIC ネットワーク年次会議　日本病
院会会長招宴　ICD-11改訂の機運高まる　3．WHO-FIC
ネットワーク年次会議　本部事務局　成功祈願に神棚を設
ける　4．日本病院会、WHOとの趣意書調印（WHO本部
ジュネーブにて）

1

2

3

4
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～ ICD-11改訂へ環境整備～

１．～ 4．ICD-11改訂の進め方に関する説明会風景

1 2

3 4
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～日本で ICD-11改訂キックオフ～

1

2 3 4

１．2．WHOが ICD-11改訂キックオフ
を日本発でプレス発表　（日本プレスセン
ター）　3．ICD 改訂運営会議キックオフ　
小田原での会議風景（ヒルトン小田原）　
4．ICD 改訂運営会議キックオフ　日本
病院会会長招宴で鏡開き　
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～各専門部会（TAG）始動～

1
１．伝統医学分類作成の今後について協議（ジュネーブ・WHO本部）
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～内科TAG会議キックオフ～

2

1

4

5

3

１．2．WHO ICD 改訂　第１回内科 TAG 対面会議（東京）　
3．第1回筋骨格系TAG対面会議（東京国際フォーラム）　4．
第 2回筋骨格系TAG 対面会議（英国・ロンドン）　5．日本
東洋医学サミット会議、WHOとの趣意書調印（東京、日本）
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～日本でWHO-ICTM会議キックオフ～

１．第1回厚生労働省 ICFシンポジウム、WHOビデオメッセー
ジ　2．伝統医学分類開発、WPROからWHO本部への正
式な引継ぎ（WHO本部にて）　3．第 3回内科 TAG 対面会
議レセプション（東京　八芳園）　4．WHO-ICTM（伝統医学
国際分類）会議　日本発記者会見風景　5．WHO-ICTM会
議（慶應大学　北里講堂）　6．WHO-ICTM（伝統医学国際
分類）会議風景　7．WHO-ICTMレセプション（日本プレス
センタービル内アラスカ）多くの関係者が参加

5

7

6

4

3

2

1



79

～WHO-FIC 協力センター承認、WHO旗受領～

１．WHO 国際統計分類（WHO-FIC）協力センター承認、
WHO 旗を授与される（WHO-FIC ネットワーク年次会議　
南アフリカ ケープタウン）

1
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β

～日本WHO-FIC 協力センター発足記念行事～

１．2．日本WHO-FIC 協力センター発足記念行事（東京會舘）　
3．4．第４回内科TAG対面会議（国連大学）

43

21
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１．第 5回内科 TAG 対面会議（国
連大学）　2．第 5 回内科 TAG 対
面会議レセプション（明治記念館）

2

1
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1

2

１．世界眼科会議 (WOC)での ICD-11改訂についてのシンポ
ジウム（東京国際フォーラム）　2．WOCでの、国際眼科理事
会（ICO）の執行役員とWHOの ICD-11最高責任者 (当時 )
の初会合　3．4．5．第 6回内科 TAG 対面会議（メルパル
ク東京）

3

54
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2

3

１．2．3．4．第7回内科TAG対面会議（厚生労働省講堂等）

1

4
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～WHO ICD-11改訂会議、日本開催。加盟国
レビュー用 ICD-11公表～

１．2．3．WHO-FIC ネットワーク年次会議　ICD-11改訂会
議（東京国際フォーラム）。10 年ぶりの日本開催、加盟国レ
ビュー用 ICD-11が公表される

3

1

2
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～日本、WHOへレビュー用 ICD-11への意見
書提出～

１．WHOへ意見書提出（厚生労働省）　2．WHO担当官に
よる厚生労働省表敬（厚生労働省）　3．4．WHO 担当官
来日 ICD-11国内適用検討会議（厚生労働省内会議室）　5．
WHO担当官来日ICD-11国内適用検討会議レセプション（松
本楼）

5

1

2

3

4
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～ ICD-11公表、記念フォーラム開催～

１．第 7回厚生労働省 ICFシンポジウム（イ
イノホール）WHO担当官来日講演　2．3．
ICD-11公表（WHO本部　ジュネーヴ）

3

1

2
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日・WHOフォーラム（WHO-Japan Forum）2018　～ ICD-11・ICF大活用時代の扉を開く～
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ICD-11構築の経緯
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消化器分野での ICD-11構築の経緯とわが国への適用に向けた課題
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糖尿病分野での ICD-11構築の経緯と今後に向けた課題
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伝統医学分野での ICD-11構築の経緯とわが国への適用に向けた課題



106



107



108



109



110

ICD-11におけるV章の構造分析と生活機能分類の意義
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ICD-11のわが国への適用に向けて
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ICD-11の機能からみた我が国への適用について
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ICD改訂に係る組織図
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